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病院の課題と医療DXの目的

病院の経営環境 医療DXの目的

①経営がより困難に
・物価高騰
・人材不足
・働き方改革

②求められることはより高度に
・医療内容
・適切なプロセス
・患者コミュニケーション
・ICTの活用、情報の提出

③今までにないリスク
・パンデミック
・サイバーテロ

現状維持はリスクでしかない。
抜本的な業務と病院経営の
高度化、効率化が求められている

病院にとっては、電子カルテ導入（IT化 ）
だけではなく、「働き方」と「経営能力」の
改革を通した「患者体験価値」最大化が
求められる（＝DX化）

・標準電子カルテの導入
・全国医療情報プラットフォーム構築
・医療制度構築のインフラ整備
・医療、創薬の促進

国

・業務のデジタル化による効率化
・院内＆地域との情報共有の促進
・医療サービスの高度化
・戦略、組織の変革による生き残り

病
院



Copyright Mediva Inc. All Right Reserved. 2

病院のDX化に向けて、ステップを積み重ねる。

Phase 0: 基盤整備（守りのDX）

Phase １: Digitization
デジタイゼーション

Phase ２: Digitalization
デジタライゼーション

Phase 3: DX
(Digital Transformation)

デジタル
トランスフォーメーション

生成AI、
RPA活用

（API連携必須）

※大病院等資金的余力のある場合はオンプレミス型電子カルテの個別カストマイズで対応可

飛び級は
できない！

データを活用し、サービスと文化の変革。
⇒「経営能力」と「患者体験価値」の向上

データを活用し、業務プロセスの改変や
自動化し、抜本的に効率化⇒「働き方」改革

ペーパレス化とアナログ業務のデジタル化
⇒時間空間に捕らわれない業務運営

電子カルテの導入。データの集約化。
強固なネットワークの整備、端末の管理、教育
⇒セキュリティの確保

病院DXに向けたステップ

まずは情報の
データ化

業務プロセスの見
える化、改革
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クラウド型のメリットと課題

クラウド
ネイティブ

オン
プレミス

クラウド
リフト

・クラウド前提で設計
・インターネット回線を使うが

セロトラストの考えで管理
・API連携が標準
・他サービスと連携しやすい
・自動アップデートが標準

・オンプレミス型をクラウド
インフラに乗せ替え

・設計思想はオンプレ

・院内サーバーに構築
・閉域網なので、堅牢

（適切な管理は必要）
・個別カストマイズしやすい

※

・カスタマイズがしにくい
・初期投資は少ないが

ランニングは高くなるリスク
・ネット回線の障害リスク

・コスト、拡張性、セキュリティ管理
はオンプレとほぼ同じ

・API連携は標準ではない
・コストメリットが出にくい

・初期費用が高額
・ APIは標準ではない
・他サービスと連携しにくい
・自動アップデートはされない
・専任SE必要（保守、監視、パッチ）

中小病院のDX化には、クラウド型電子カルテが推奨

※大病院等資金的余力のある場合はオンプレミス型電子カルテの個別カストマイズで対応可

メリット 課題

クラウド

遠隔
監視

RPAの
活用

AIの
活用

サーバ
が院外

自動
アップ
デート

API
連携

①

②

③
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Phase 0: 基盤整備

オンライン
資格確認等

システム

オンライン資格確認
カードリーダー

院内ネットワーク
PC・スマホ等端末

【ポイント①】
クラウトネイティブ型
電子カルテの導入

【ポイント③】
クラウドシステムを前提

としたセキュアな
ネットワーク環境を構築

【ポイント②】
クラウド化により、院内にサーバーが無いため

メンテナンス負荷が下がる

電子カルテ
クラウドサーバー

クラウド型
電子カルテ

クラウド型
レセコン

レセコン
クラウドサーバー

画像診断
システム

部門
システム

検査
システム

セキュアで拡張性のある基盤の整備

電子カルテの導入。データの集約化。
強固なネットワークの整備、端末の管理、教育を通してセキュリティの確保
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Phase １: Digitization （デジタイゼーション）

紙、固定PCからの解放

ペーパレス化とアナログ業務のデジタル化⇒時間空間に捕らわれない業務運営
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Phase ２：Digitalization （デジタリゼーション）

データを活用し、業務プロセスの改変や自動化し、抜本的に効率化⇒「働き方」改革

生成AIによる業務改革

残業の
大幅削減

本来の仕事に
注力
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Phase ３：Digital Transformation （デジタル トランスフォーメ―ション）

情報の活用によるプロセス、ディシジョンの改革

現場

経営

データを活用し、サービスと文化の変革。⇒「経営能力」と「患者体験価値」の向上

部門ごとサイロの撤廃。
入院前、退院後を
含めた患者情報を
部門横断で把握する
ことにより、より良く
患者を支える医療、
看護、リハを提供。

あらゆる情報を
リアルタイムで把握し、
経営判断に活用。
適切に共有することに
より、経営の見える化、
活動のベクトル合わせ、
KPI管理。
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病院の「DX化」ステップアップ・パッケージ（イメージ）

※URL:https://c-s-one-dx.co.jp/

費用、人材が掛けられない中小病院等でも、DX化に向けてステップアップするクラウド型パッケージ型支援


	スライド 0: 電子カルテ導入からDX化へ ―病院の課題解決へー
	スライド 1: 病院の課題と医療DXの目的
	スライド 2: 病院のDX化に向けて、ステップを積み重ねる。
	スライド 3: 中小病院のDX化には、クラウド型電子カルテが推奨
	スライド 4: Phase 0: 基盤整備
	スライド 5: Phase １: Digitization （デジタイゼーション）
	スライド 6: Phase ２：Digitalization （デジタリゼーション）
	スライド 7: Phase ３：Digital Transformation （デジタル トランスフォーメ―ション）
	スライド 8: 病院の「DX化」ステップアップ・パッケージ（イメージ）

